令和６年度第３回尼崎市文化財保護審議会会議録要旨
１ 　日時
　　　令和７年１月２４日(金)　午後１０時００分～１２時００分
２ 　場所
　　　尼崎市立歴史博物館 １階 市民活動室
３ 　出席委員
委　　　員　
　　　　      大　場      修
委　　　員　　　　　　　　　 伊　達　仁　美
委　　　員　　　　　　　　　 長　谷　洋　一
委　　　員
　　　　　　　綿　貫　友　子
４ 　出席した事務局職員


教育次長
安　田　博　之

社会教育部長
橋　本　貴　宗

歴史博物館長
門　田　真由美

歴史博物館文化財担当係長
高　梨　政　大

歴史博物館文化財担当学芸員
井　上　　　亮


歴史博物館文化財担当学芸員
新　里　　　遥

歴史博物館文化財担当学芸員
楞　野　一　裕
５ 　開会
　　  司会進行　　門田館長
６ 　議事等
　議事１「令和６年度尼崎市指定文化財候補物件の答申について」を議題とし、「六瀬頼連軍忠状」の答申文案について、事務局から説明した。
・「猪名川町に所在する「平尾家文書」のうちに同内容の軍忠状写があり、」とあるが、筆跡も同じなのか。
・ここでの筆跡は写しの筆跡ではなく、同時代資料の文書という意味合い。
・「後世の作品」という表現でよいのか。
・情景を描いた縁起図が作成されているや作成された、などの表現となる。
・常光寺の説明を、付けたりの形で太平記の後に持ってきた方が時代の流れがあう。「な
お、」で続けてもよい。
以上の質疑や議論を踏まえ、委員長が「六瀬頼連軍忠状」の答申文について諮ったところ、原案の通りで異議がなく、全委員の了承が得られ、答申を提出することとなった。
７　報告等
１「尼崎市文化財保存活用地域計画について」
　　・第３回協議会の結果について
　　・第４回協議会の予定について
２「最近の文化財保護行政について」 
　
・旧尼崎紡績本社事務所の整備について
・令和７年度展示予定について等
最後に、答申書の提出を受け、審議を終了した。

以　上
２

